
鳥取県で働いてみませんか
鳥取県は医師のキャリア形成、子育て後の復職などについて積極的に支援しています。

鳥取県で初期臨床研修をしませんか
鳥取県は県と県内臨床研修病院が協議会を立ち上げ、研修医のための様々な取り組みを行っています。
また、医学生が県内臨床研修病院を見学する場合には旅費を支給しています。

鳥取県の臨床研修病院の魅力を知っていただくため、ホームページを作成しています。各病院の最新情報、プロモー
ションビデオなど魅力満載ですので、ぜひご覧ください。

鳥取県臨床研修指定病院協議会の事業
・研修医の受講する救急講習（ACLS,BLS,ICLS）受講料を助成します。
・年１回各病院の研修医が集まる研修医交流会を開催します。
・研修医を対象とした県外・海外著名講師による臨床研修医セミナーを開催します。
・鳥取県東部４病院（県立中央病院、鳥取市立病院、鳥取赤十字病院、鳥取生協病院）にマッチングした研修医は、様々な特色を
持つ４病院で希望に応じた研修を行うことができます。

鳥取県臨床研修指定病院協議会のホームページをぜひご覧ください

鳥取県内の求人情報を探している方へ
・県内医療機関の求人情報の提供、あっせん、紹介を行います。
　※鳥取県は無料職業紹介事業を行っています。

鳥取県は民間求人サイト「e-doctor」に特設ページを掲載しています

（見学を希望される方へ）
・県外の方で病院見学を希望される場合は、旅費を支給します。

地域医療に関心のある方へ
◆鳥取県医師登録・派遣システム（ローテートコース）
複数の公立病院等をローテートしながら、鳥取の医療の現場を
経験できます。（その間に研修を行うことができます）

子育て等で現場を離れ、復職を考えている方へ

◆鳥取県医師登録・派遣システム（子育て離職医師等復帰支援コース）
・鳥取大学医学部附属病院ワークライフバランス支援センターと
協力し、現場復帰のための研修を県立病院、鳥大附属病院等で
行います。

・研修後の復職についても、仕事と家庭の両立に配慮した医療機
関を紹介します。

キャリア形成を考えている方へ

◆鳥取県専門研修医師支援事業
県外の医療機関に県職員として研修派遣します。

◆鳥取県医師海外留学資金貸付制度
海外留学のための就学資金を貸与します。

http://www.pref.tottori.lg.jp/iryouseisaku/ 検索鳥取県　医師確保

検索鳥取県　臨床研修http://www.tori-rinsyou.jp/index.php
■お問い合わせ先　鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課医療人材確保室
〒680-8570　鳥取県鳥取市東町1-220
電話：0857-26-7195　ファクシミリ：0857-21-3048　E-Mail：ishikakuho@pref.tottori.jp

とっとりの医療
【クリニコス】

秋号
2012 autumn

トップインタビュー
鳥取大学医学部附属病院院長

北野 博也氏
この人に注目
鳥取県立中央病院麻酔科

乗本 志考氏
鳥取で活躍する女性医師
湯川医院院長

湯川 喜美氏
病院探訪

鳥取県済生会
境港総合病院
研修医に聞く

鳥取県立厚生病院



KLINIKOS バックナンバー
トップインタビュー
鳥取県立中央病院院長
武田 倬氏

この人に注目
独立行政法人国立病院機構 米子医療センター院長
濵副 隆一氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取大学医学部附属病院 内分泌代謝内科（第一内科）
大倉 裕子氏

来たれ研修医！
鳥取大学医学部附属病院
病院探訪
智頭町国民健康保険智頭病院

トップインタビュー
鳥取県立厚生病院病院長
前田 迪郎氏

この人に注目
社会医療法人仁厚会
藤井政雄記念病院副院長・緩和ケア科病棟長
足立 誠司氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取赤十字病院眼科副部長
高橋 芳香氏

来たれ研修医！
鳥取生協病院
病院探訪
日野病院組合日野病院

トップインタビュー
鳥取県立総合療育センター院長
鱸 俊朗氏

この人に注目
鳥取大学医学部救急・災害医学分野教授
鳥取大学医学部附属病院 救命救急センターセンター長
本間 正人氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取生協病院内科医師
平田 雅子氏

来たれ研修医！
鳥取県立厚生病院
病院探訪
江府町国民健康保険江尾診療所

トップインタビュー
鳥取生協病院院長
齋藤 基氏

この人に注目
鳥取大学医学部地域医療学講座教授
谷口 晋一氏

学会ルポ
第4回鳥取県国保地域医療学会
来たれ研修医！
国立病院機構米子医療センター

トップインタビュー
鳥取大学医学部附属病院長
豊島 良太氏

この人に注目
鳥取県立総合療育センター 療育支援シニアディレクター
北原 佶氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取大学医学部皮膚病態学講師
山田 七子氏

来たれ研修医！
鳥取県立中央病院
病院探訪
日南町国民健康保険日南病院

トップインタビュー
鳥取市立病院院長
田中 紀章氏

この人に注目
鳥取大学大学院医学系研究科教授／
鳥取大学染色体工学研究センター センター長
押村 光雄氏

鳥取で活躍する女性医師
智頭町国民健康保険智頭病院内科
渡邉 ありさ氏

来たれ研修医！
山陰労災病院
病院探訪
岩美町国民健康保険岩美病院 2010年秋号
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STAFF

発行	 鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課
	 （http://www.pref.tottori.lg.jp）
編集制作	 株式会社メディカル・プリンシプル社
	 （http://www.medical-principle.co.jp）
制作コーディネート	 杉浦美奈子
制作協力	 Mamasクリエイターズ株式会社
エディター	 松田淳
ライター	 郷好文（株式会社ことば）、横山奈緒
カメラマン	 寺尾豊

トップインタビュー
独立行政法人労働者健康福祉機構
山陰労災病院院長
石部 裕一氏

この人に注目
自治医科大学とちぎ子ども医療センター 小児科研修医
大谷 英之氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取県立厚生病院外科
田中 裕子氏

来たれ研修医！
日本赤十字社鳥取赤十字病院
病院探訪
南部町国民健康保険西伯病院

トップインタビュー
鳥取赤十字病院院長
福島 明氏

この人に注目
鳥取大学医学部生殖機能医学教授 低侵襲外科センター長
原田 省氏

鳥取で活躍する女性医師
独立行政法人国立病院機構
米子医療センター 耳鼻咽喉科
山本 祐子氏

来たれ研修医！
鳥取市立病院
病院探訪
鳥取県中部医師会立三朝温泉病院

編集後記

KLINIKOS取材で、今回初めて鳥取県中部圏域の倉

吉市に宿泊した。映画やドラマのロケ地として使われ、

白壁土蔵群、赤瓦の古き街並みが残る観光スポットでも

ある。その土蔵群の一角で食事をとった取材陣。とにか

く、魚など食べ物が新鮮で美味しく、しかも安い。鳥取県

は若き医師の定住に最適なところであることを実感した。

19 

とっとりの医療
KLINIKOS（クリニコス）

『KLINIKOS（クリニコス）─とっとりの医療』は、
鳥取県で展開されている医療の魅力を、現役医師の皆さんの生の声で伝える広報誌です。
県内の医療機関ではどのような医師が活躍されているのか、どのような研修、チャレンジができるのか、
すばらしい先生方の取り組みや思いを特に若い医師や医学生に発信したいと考えて制作しました。

ギリシャ語の「klinikos」は英語／clinicの語源ともなった言葉で、患者に対する医療行為を意味し、
米語辞書の代名詞的存在であるウェブスター辞典では、
「臨床講義」や「臨床講義室」を指す言葉として紹介されています。

この冊子に紹介されている先生方や医療機関の取り組みに
興味を持たれた方は、ぜひ現場を見学してみてください。
願わくば、この冊子が鳥取県で研修、勤務いただくきっかけになれば幸いです。

鳥取県が舞台と言われている神話「因幡の白兎」で、傷ついた兎を救った
大国主命は、医療の神様とされています。

鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課
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とっとりの医療
秋号

2012 autumn

CONTENTS
トップインタビュー
鳥取大学医学部附属病院院長

北野 博也氏
なぜ、鳥取大はうまくいっているの、と聞かれあそこは制度が違う、
と気付いてくれたらそれで、日本の医療が変わっていくのです

取材先病院MAP

この人に注目

鳥取で活躍する女性医師
湯川医院 院長

湯川 喜美氏
働く環境は工夫しながら自ら築き上げるもの。
医師の仕事を手放さないで。

鳥取県立中央病院 麻酔科

乗本 志考氏
医道も剣道も“一生懸命”
充実した毎日を過ごす若き麻酔科医

4

研修医に聞く

鳥取県立厚生病院
医師になる前は教師をしていました。
看護師になった教え子から助けられたとき、
人のつながりって、すごいなぁって思います。

かかりつけ病院として駆け込んだら
何とかしてもらえるというのが
地域ニーズだと思います。

鳥取県済生会境港総合病院
病院探訪

院長／稲賀潔氏

8

11

14

16

鳥取大学医学部附属病院  http://www2.hosp.med.tottori-u.ac.jp/

鳥取県立中央病院  http://www.pref.tottori.lg.jp/chuoubyouin/

湯川医院  http://www.chuubu.tottori.med.or.jp/iryoukikan/hospital/004.html

鳥取県済生会境港総合病院  http://www.sakaiminato-saiseikai.jp/

鳥取県立厚生病院  http://www.pref.tottori.lg.jp/kouseibyouin/

4

5

3

2

1

1

4

3
5

2
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Top Interview

北野 博也氏
鳥取大学医学部附属病院院長

Hiroya kitano

トップインタビュー
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し
た
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
が
ま
ず
始
め
た
の
が
、
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
を
探
す
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
日
本
の
中

心
で
あ
る
東
京
で
捜
し
求
め
ま
し
た
が
、
結
局

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
仕
方
な
く
、
自
分
た
ち
で

実
際
に
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
い
っ
た
の
で

す
。

　
鳥
取
県
は
幸
い
に
も
小
さ
な
地
域
で
、
小
回

　
国
立
大
学
が
法
人
化
し
て
か
ら
8
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
人
口
わ
ず
か
59
万
人
、
面
積

3
5
0
0
平
方
キ
ロ
の
小
さ
な
県
の
中
で
、
私

た
ち
は
意
識
を
変
え
て
い
き
、
現
在
は
年
間
手

術
件
数
6
5
0
0
症
例
、
1
9
0
億
円
近
い
売

上
高
を
達
成
。
法
人
化
直
後
は
全
国
ビ
リ
だ
っ

た
大
学
病
院
が
、
い
ま
や
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
病

院
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
全
国
の
国

立
附
属
病
院
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、

全
国
の
国
立
附
属
病
院
全
体
の
意
識
を
変
え
て

な
ぜ
、鳥
取
大
は
う
ま
く
いっ
て
い
る
の
、と
聞
か
れ

あ
そ
こ
は
制
度
が
違
う
、と
気
付
い
て
く
れ
た
ら

そ
れ
で
、日
本
の
医
療
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
大
学
病
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
地
域

産
業
の
一
つ
と
し
て
成
り
立
ち
、
高
度
医
療
機

関
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
、
さ
ら
に
経
営

状
態
を
改
善
し
、
こ
の
病
院
で
働
い
て
い
る
人

が
誇
り
の
持
て
る
よ
う
な
病
院
に
す
る
こ
と
で

Profile
きたの・ひろや
1980年	 鳥取大学医学部卒業
1982年	 滋賀医科大学医学部耳鼻咽喉科助手
1995年	 滋賀医科大学医学部耳鼻咽喉科講師
2002年	 鳥取大学医学部感覚運動医学講座教授
2011年	 鳥取大学医学部附属病院院長を併任

主たる活動領域は頭頸部癌治療
2009年　日本気管食道科学会専門医大会会長
2010年　日本甲状腺外科学会会長
2012年　日本頭頸部癌学会会長

小
さ
な
大
学
だ
か
ら

変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
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う
な
」
と
言
っ
た
時
で
も
、
他
科
の
医
師
が
、

「
こ
ん
な
手
術
を
行
う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
不

利
益
に
な
る
」
と
考
え
た
場
合
、
低
侵
襲
外
科

セ
ン
タ
ー
の
担
当
医
に
連
絡
し
、
そ
の
人
が
駆

け
付
け
て
「
こ
の
手
術
を
中
止
せ
よ
」
と
言
い

ま
す
と
、
そ
の
手
術
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
の
で
す
。

　
こ
れ
は
大
学
が
持
つ
、
教
授
を
頂
点
と
し
た

医
局
講
座
制
を
改
革
す
る
と
い
う
点
で
、
と
て

も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
つ
ま
り
ダ
ビ
ン
チ
に
よ
っ
て
、
大
学
の
閉
鎖

性
、
教
授
を
頂
点
と
し
た
医
局
講
座
制
自
体
を

改
革
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の
医
局
講
座

制
を
改
革
し
な
け
れ
ば
日
本
の
医
療
は
発
展
し

な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
な
ぜ
、
鳥
取
大
学
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
と
、
他
の
大
学
の
人
が
考
え
た
と
き

に
、「
あ
そ
こ
は
制
度
が
違
う
か
ら
」
と
気
付
い

て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
で
、
日
本
が
変
わ
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
追
い
求
め
る
最
終
的
な
目
標
は
、

「
日
本
の
医
療
を
よ
り
良
い
方
向
に
変
え
る
」
と

い
う
こ
と
と
、「
医
学
界
の
閉
鎖
性
と
保
守
性
を

変
革
し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
の
「
ダ
ビ
ン
チ
・
サ
ー
ジ
カ

ル
シ
ス
テ
ム
」
は
今
年
、
前
立
腺
が
ん
手
術
で

保
険
適
用
と
な
り
ま
し
た
が
、
鳥
取
大
学
で

は
、
2
年
前
の
2
0
1
0
年
8
月
に
導
入
し
ま

し
た
。
翌
年
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
全
診
療
科
で

利
用
す
る
た
め
の
組
織
、
低
侵
襲
外
科
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
て
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
が
管
理
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
つ
の
科
で
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設

が
多
い
中
で
、
複
数
の
診
療
科
が
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
国
立
大
学
法
人
の
中
で
最
も
多

く
の
症
例
実
績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
3

月
に
は
書
籍
を
出
版
し
た
ほ
ど
で
、
私
た
ち
の

行
動
が
実
を
結
び
、
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
低
侵
襲
外
科
セ
ン
タ
ー
は
、
各
診

療
科
が
ダ
ビ
ン
チ
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め

に
機
能
し
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

は
、
低
侵
襲
外
科
セ
ン
タ
ー
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
各
診
療
科
の
術
式
に
つ
い
て
評
価
す
る

機
能
を
持
た
せ
た
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
Ａ
教
授
の
手
術
を
、
他
科
の
Ｂ
准

教
授
が
、「
あ
な
た
は
、
こ
の
手
術
を
す
る
レ
ベ

ル
に
達
し
て
な
い
の
で
、
手
術
を
さ
れ
な
い
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
っ
た
時
に
、
そ

れ
が
低
侵
襲
外
科
セ
ン
タ
ー
の
総
意
と
し
て
、

Ａ
教
授
の
手
術
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ａ
教
授
が
「
私
が
行
う
手
術
に
文
句
を
言

り
が
利
く
こ
と
も
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を

検
証
す
る
の
に
適
し
た
場
所
で
し
た
。

　
こ
ん
な
言
い
方
は
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

失
敗
し
て
も
途
中
で
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
思
い
切
っ
た
施
策
に
取
り
組
め
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
、
逆
に
良
い
結
果
を
生
む
要

因
に
な
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。
こ
の
地
域
性

が
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
強
み
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
病
院
長
が
代
替
わ
り
し
て
も
、
路
線

を
変
え
ず
に
事
業
が
継
続
し
た
こ
と
も
、
改
革

で
き
た
大
き
な
理
由
だ
っ
た
の
で
す
。

　
一
般
的
に
、
病
院
長
が
変
わ
る
と
、
ま
ず
前

任
者
を
否
定
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
せ
っ
か
く
う
ま
く
い
っ
て
い
た
改
革

が
途
上
で
頓
挫
し
が
ち
で
す
。
当
然
、
長
期
に

渡
る
継
続
的
な
事
業
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
の

で
、
物
事
が
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
鳥
取
大
学
は

小
さ
な
大
学
で
す
が
、
一
方
で
伝
統
が
古
く
、

職
員
は
み
な
仲
が
よ
く
、
前
任
者
を
批
判
す
る

こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
実
際
、
前
の
病
院
長
は
今
の
医
学
部
長
で
す

し
、
前
の
医
学
部
長
は
今
の
学
長
と
、
流
れ
を

変
え
ず
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
重
要
性
を

感
じ
た
こ
と
で
、
法
人
化
し
て
か
ら
ず
っ
と
一

つ
の
方
針
で
継
続
し
て
や
っ
て
こ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
病
院
長
に
な
っ
て
以
来
、「
先
生
が

就
任
さ
れ
て
、
病
院
は
ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か
」

と
よ
く
聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
前
任
者
と
同
じ

努
力
を
し
て
い
る
の
で
す
。

低
侵
襲
外
科
セ
ン
タ
ー
に
は

医
局
講
座
制
を
壊
す
役
割
も
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鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
は
、
研
修
医

が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
、
ま
だ
満
足
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
、
京
都
、
神
戸
の
よ
う
な
大
都
市
で
し

た
ら
、「
一
度
は
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、「
一
度
、
鳥

取
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
い
う
人
は
、
め
っ
た
に

お
目
に
か
か
り
ま
せ
ん
ね
。
変
わ
り
者
で
も
な

い
限
り
、
冬
が
寒
く
雪
も
降
る
よ
う
な
場
所
に

来
な
い
で
し
ょ
う
。
も
し
そ
れ
で
も
来
る
と
し

た
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
賛
同
し
て
選
ん

で
く
れ
た
人
で
す
。
で
す
か
ら
、
研
修
内
容
で

勝
負
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
臨
床
研
修
の
改
革
は
ど
ん

ど
ん
進
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
す
で
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
布
石
を
打
っ
て
お
り
、
2
0
1
0
年

に
医
学
部
に
地
域
医
療
学
講
座
、
地
域
医
療
教

育
支
援
室
な
ど
も
設
け
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
に
県
立
中
部
病
院
と
い
う
優
れ
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
病
院
が
あ
り
ま
す
。
臨

床
研
修
病
院
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
当
時
ま
だ

一
般
的
で
な
か
っ
た
ス
ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
研

修
を
実
施
し
て
き
た
施
設
で
す
。
多
く
の
若
き

医
師
が
、
遠
く
離
れ
た
沖
縄
に
こ
ぞ
っ
て
押
し

か
け
て
い
ま
す
。「
何
故
、
わ
ざ
わ
ざ
鳥
取
に
研

修
に
来
る
の
？
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
病
院
に

早
く
な
る
よ
う
、
今
後
も
病
院
改
革
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
に
成
功
と
な
る
モ
デ
ル
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
変
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
さ
な
大
学
だ

か
ら
実
現
で
き
た
の
で
す
。
い
ず
れ
、
そ
れ
が

日
本
を
変
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
に
違

い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鳥
取
で
や
る
こ
と
こ
そ
、
意
味
が
あ
る

の
で
す
。
鳥
取
県
が
い
っ
た
い
日
本
の
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
島
根
県
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
話

か
ら
始
ま
り
、「
そ
の
鳥
取
が
す
ご
い
ね
」
と
い

う
と
こ
ろ
に
面
白
味
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

　
実
は
、
鳥
取
に
は
面
積
が
小
さ
い
こ
と
以
外

に
、
ほ
か
の
地
域
に
は
な
い
大
き
な
特
徴
を
持

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
地
域
社
会
が
崩
壊
し

て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
地
域
社
会
は
、
人
口
の
流
入
の
激
し
い
都
市

部
を
中
心
に
崩
壊
し
て
い
き
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
保
て
る
反
面
、
人
間
関
係
が
ぎ
す
ぎ
す
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ

鳥
取
は
人
口
の
流
入
が
な
か
っ
た
お
か
げ
で
、

昔
な
が
ら
の
地
域
社
会
が
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
で
は
考
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
が
我
が

子
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る

の
で
す
。

　「
お
宅
の
お
子
さ
ん
、
あ
の
場
所
に
い
た
よ
」

と
、
い
つ
も
気
に
か
け
て
く
れ
る
の
で
、
と
て

も
安
心
で
す
。
ま
た
生
活
費
が
安
い
の
も
、
若

い
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
し
ょ

う
。
鳥
取
だ
と
収
入
の
こ
と
を
深
刻
に
考
え
ず

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
屋
も
安
く

購
入
で
き
ま
す
し
、
魚
も
野
菜
も
安
く
て
お
い

し
い
で
す
か
ら
。
30
代
前
半
の
医
師
、
特
に
小

さ
い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
よ
う
な
医
師
に
と

っ
て
、
こ
こ
鳥
取
は
格
好
の
場
所
だ
と
思
い
ま

す
。

　
地
域
社
会
が
崩
壊
し
て
い
な
い
こ
と
と
連
動

し
て
、
患
者
さ
ん
は
医
師
の
こ
と
を
信
頼
し
て

い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
治
療
に
参
加
し
て
く
れ

る
の
で
す
。
若
い
医
師
が
研
修
し
な
が
ら
実
力

を
つ
け
て
い
く
の
に
も
、
適
し
た
土
地
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
生
活
費
が
か
か
ら
な
い
の
で
、
研

究
に
専
念
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
私
が
受
け
持
っ
て
い
る
耳
鼻
咽
喉
科

で
の
話
で
す
が
、
耳
鼻
咽
喉
科
で
研
修
を
終
え

た
医
師
は
、
今
度
は
鳥
取
を
出
て
、
首
都
圏
や

関
西
圏
の
病
院
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
東
京
に
あ
る
病
院
に
は
、
鳥
取
大
学

出
身
者
が
４
、５
人
集
結
し
頭
頸
部
の
手
術
を

た
く
さ
ん
こ
な
し
て
い
る
の
で
す
。
周
り
に
甲

状
腺
や
頭
頸
部
を
手
術
で
き
る
病
院
が
な
い
た

め
、
手
術
件
数
も
多
い
の
で
す
が
、
あ
る
程
度

技
量
を
身
に
つ
け
た
医
師
は
、
そ
の
よ
う
な
実

践
の
現
場
で
仕
事
を
す
る
方
が
ど
ん
ど
ん
上
達

し
て
い
き
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
田
舎
で
す
が
、
東
京
で
明
日
か
ら

働
い
て
も
負
け
る
こ
と
の
な
い
医
師
を
養
成
す

る
こ
と
が
、
私
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、「
鳥
取
大
学
全
体

が
そ
う
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、「
ま
だ
ま

だ
で
す
」
と
答
え
る
し
か
な
い
の
が
現
実
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
し
く
み
が
大
学
全

体
に
広
が
る
よ
う
に
、
努
力
を
続
け
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
が
維
持
さ
れ

若
手
に
は
も
っ
て
こ
い
の
環
境

わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
必
ず
作
る
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この人に
注目

Shiko Norimoto

乗
本 

志
考
氏

鳥
取
県
立
中
央
病
院 

麻
酔
科

医
道
も
剣
道
も〝
一生
懸
命
〞

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
す

若
き
麻
酔
科
医

2
0
1
0
年
の
全
日
本
選
手
権
で
は
、8
強
入
り
し
た
も
の
の
、

昨
年
の
大
会
で
は
惜
し
く
も
2
回
戦
敗
退
。

乗
本
志
考
四
段
に
と
っ
て
、よ
ほ
ど
く
や
し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

2
0
1
0
年
大
会
を
越
え
、全
日
本
選
手
権
の
舞
台
に
再
び
立
つ
た
め
、

剣
道
も〝
オ
フ
〞で
な
く〝
オ
ン
〞で
や
り
抜
き
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
で
両
立
さ
せ
る
。

人
と
し
て
の
器
を
育
む
剣
術
医
師
の「
面
の
奥
」に
迫
っ
て
み
た
い
。

　
医
師
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？

　両
親
と
も
に
医
師
の
家
庭
に
育
ち
ま
し

て
、
姉
も
医
学
部
に
進
ん
だ
ん
で
す
。
医
師

の
道
を
目
指
す
の
は
ご
く
自
然
で
し
た
。
剣

道
の
方
は
、
小
学
校
1
年
生
の
頃
、
僕
が
棒

を
振
り
回
し
て
い
る
の
を
祖
父
が
見
て
「
才

能
あ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
か
ら
。
祖
父
は
剣
道

を
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。
祖
父
に
「
町
の
道

場
に
行
っ
て
み
ん
か
」
と
言
わ
れ
、
二
つ
返

事
で
始
ま
り
ま
し
た
。
始
ま
り
は
生
ま
れ
育

っ
た
島
根
県
安
来
市
に
あ
る
広
瀬
町
の
道
場

か
ら
通
い
出
し
ま
し
た
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
剣
道
に
目
覚
め
て
い
た
？

　い
い
え
、
棒
と
は
い
っ
て
も
新
聞
広
告
を

丸
め
て
振
り
回
し
て
い
た
だ
け
で
す

（
笑
）。
い
ろ
ん
な
手
を
使
っ
て
祖
父
は
私
に

や
ら
せ
た
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
米
子
市

の
道
場
や
個
人
道
場
に
も
、
す
べ
て
祖
父
が

送
り
迎
え
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
が
小
中
高
と

ず
っ
と
続
い
た
ん
で
す
。

　
高
校
生
と
い
う
と
思
春
期
を
迎
え
る
頃
ま

で
、
お
じ
い
様
が
送
り
迎
え
？

　内
心
、
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
考
え
る
と
そ
の
時
の
祖
父
が
注
い

で
く
れ
た
愛
情
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
お
じ
い
様
は
今
で
も
ご
健
在
で
？

　一
昨
年
の
11
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
祖
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父
が
体
調
を
崩
し
て
入
院
し
た
頃
、
剣
道
の

全
日
本
選
手
権
が
あ
り
ま
し
た
。
4
年
連
続

の
4
度
目
の
出
場
で
、
初
め
て
ベ
ス
ト
8
ま

で
上
が
れ
て
、
祖
父
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上

か
ら
テ
レ
ビ
を
観
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
ベ

ス
ト
8
か
ら
テ
レ
ビ
に
映
る
ん
で
す
。
僕
は

試
合
に
向
か
い
な
が
ら
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

自
分
の
姿
を
見
せ
ら
れ
る
の
は
こ
れ
が
最
後

だ
」「
テ
レ
ビ
に
映
る
姿
を
観
て
も
ら
え
た

ら
、
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　そ
れ
で
準
決
勝
一
回
戦
、
僕
の
試
合
が
始

ま
っ
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
放
送
時
間
が

六
大
学
野
球
と
か
ぶ
っ
て
、
斎
藤
佑
樹
投
手

が
登
板
し
て
、
僕
の
試
合
分
だ
け
テ
レ
ビ
放

送
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
ん
で
す
（
笑
）。「
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
見
れ
な
か
っ
た
。
僕
は
戦
い
な

が
ら
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
ぞ
、
テ
レ
ビ
の
前

に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
る
ぞ
、
す
べ
て
を
お

じ
い
ち
ゃ
ん
に
伝
え
よ
う
」
と
熱
い
思
い
で

対
戦
し
て
い
た
の
に
、
放
送
さ
れ
た
の
は
、

斎
藤
佑
樹
な
ん
で
す
よ
。

　
お
じ
い
様
は
勇
姿
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
？

　そ
う
な
ん
で
す
。
や
は
り
、
僕
の
勇
姿
を

見
せ
た
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
と
で
放
映
さ
れ

た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
僕
が
負
け
る
瞬
間
が
映

り
ま
し
た
（
笑
）。
そ
の
と
き
に
テ
レ
ビ
で

解
説
を
し
た
神
奈
川
県
警
の
宮
崎
正
裕
先
生

は
、
全
日
本
で
6
回
優
勝
さ
れ
て
い
て
ま
さ

に
神
様
で
し
た
。
そ
の
憧
れ
の
人
が
解
説
し

て
く
れ
て
、
し
か
も
「
乗
本
選
手
は
警
察
官

以
外
で
た
だ
一
人
ベ
ス
ト
8
に
入
っ
た
」
と

言
っ
て
く
れ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
試

合
の
一
週
間
後
で
し
た
。
最
後
に
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
恩
返
し
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

　
剣
道
は
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
か
？

　今
僕
は
30
歳
で
す
が
、
全
日
本
で
戦
え
る

選
手
生
命
の
寿
命
ま
で
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
も
う
一
生
の
う
ち
2
度
と

な
い
時
期
に
剣
道
の
可
能
性
を
捨
て
て
し
ま

っ
た
場
合
、
僕
は
死
ぬ
と
き
に
後
悔
す
る
ん

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
葛
藤
が
あ
っ

た
ん
で
す
。

　医
師
の
世
界
を
見
渡
せ
ば
、
最
近
は
学
士

入
学
と
い
う
制
度
も
あ
り
、
30
何
歳
か
ら
医

学
生
を
始
め
て
40
歳
で
研
修
医
に
な
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
今
僕
も
30
歳
に
な
り
ま
し
た

が
そ
れ
で
選
手
生
命
の
寿
命
で
あ
る
35
歳
く

ら
い
ま
で
は
剣
道
も
両
立
さ
せ
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
時
の
剣
道
の
練
習
は
2
時
間

で
き
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
で
き
な

い
日
も
あ
り
ま
し
た
。
麻
酔
科
医
と
し
て
、

ま
た
剣
道
の
選
手
と
し
て
さ
ら
に
向
上
し
て

い
く
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ド
ク
タ
ー
で
も
剣
道
を
続
け
ら

れ
る
の
で
す
か
。

　現
実
に
は
な
か
な
か
続
け
ら
れ
な
い
で
す

ね
。
練
習
は
か
な
り
消
耗
す
る
の
で
、
僕
も

で
き
る
だ
け
効
率
良
く
、
翌
日
に
響
か
な
い

よ
う
に
練
習
を
し
て
ま
す
。
麻
酔
科
は
手
術

中
の
患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
の
が
主
な
仕
事

で
す
、
手
術
を
受
け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
不

利
益
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

快
適
に
手
術
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
の

が
一
番
大
事
。
剣
道
が
そ
れ
を
邪
魔
す
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
い
け
ま
せ
ん
か
ら
。

　
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
仕
事
と
両
立
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　少
な
い
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
で
す

ね
。
そ
れ
に
は
効
率
よ
く
成
長
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
僕
は
道
場
に
、
仮
説
を
何
個
も
持

ち
込
ん
で
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
の
仮
説
が
当
た
っ
た
と
し
ま
す
。
今
ま

で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
た
、
一
瞬
に

し
て
道
が
拓
け
た
、
突
然
生
ま
れ
変
わ
る
、

そ
う
い
う
成
長
が
で
き
れ
ば
い
い
。
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Shiko Norimoto

のりもと・しこう
1982年	 島根県安来市生まれ
1989年	 広瀬少年剣士会にて剣道を始める
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2008、2009、2011年	 国体出場
2012年	 鳥取県立中央病院麻酔科

Profile

　
仮
説
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　例
え
ば
竹
刀
の
持
ち
方
を
変
え
る
こ
と
も

そ
う
で
す
。
野
球
の
バ
ッ
ト
に
例
え
れ
ば
、

短
く
持
て
ば
速
く
振
れ
る
が
、
パ
ワ
ー
は
出

ず
遠
く
の
球
に
届
か
な
い
。
長
く
持
て
ば
パ

ワ
ー
は
出
る
が
、
速
く
振
れ
な
い
。
で
も
遠

く
の
球
に
は
当
た
る
。
構
え
る
と
き
に
重
心

を
前
に
す
る
と
出
足
は
速
く
な
る
が
、
遠
く

に
い
け
な
い
。
後
ろ
に
重
心
を
置
く
と
遠
く

に
飛
べ
る
が
、
出
足
は
遅
く
な
る
。

　こ
う
い
う
仮
説
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

今
、
竹
刀
と
重
心
の
2
種
類
で
す
け
ど
、
そ

れ
で
も
A
と
A
、
A
と
B
、
B
と
B
、
そ
し

て
B
と
A
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
れ

ば
、
仮
説
が
4
つ
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
や
れ

ば
こ
の
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
、
あ
る
い
は
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
う
る
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
さ
ら
に
仮
説
が
無

数
に
出
て
く
る
ん
で
す
。

　毎
日
、
毎
回
の
練
習
で
そ
う
い
う
瞬
間
を

つ
く
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
す
ご
く
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
な
と
。
そ
れ
を
メ
モ
し
て

日
々
繰
り
返
す
。
だ
ん
だ
ん
自
分
の
も
の
に

し
て
、
そ
れ
を
終
結
さ
せ
て
試
合
に
出
る
。

わ
く
わ
く
し
ま
す
よ
。

　
お
伺
い
し
て
い
る
と
非
常
に
サ
イ
エ
ン
ス

っ
て
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　「
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
上
手
く
な
る
は
ず
」

と
信
仰
す
る
後
輩
が
い
ま
す
が
、
僕
は
「
信

じ
る
者
は
救
わ
れ
る
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
言
う

ん
で
す
。
毎
日
誰
よ
り
も
多
く
素
振
り
し
た

ら
日
本
一
に
な
れ
る
の
か
？
そ
う
じ
ゃ
な

い
、
地
道
な
努
力
も
大
事
で
す
け
ど
、
も
っ

と
効
率
良
く
し
て
い
け
る
。
信
仰
す
る
の
で

は
な
く
自
分
で
考
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
剣
道
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
な
か
っ

た
発
想
で
し
ょ
う
か
？

　な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
剣

道
を
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
あ
る
も
の
し
か

受
け
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
で
し

ょ
う
。
今
日
よ
り
明
日
、
明
日
よ
り
明
後
日

が
上
回
っ
て
な
い
と
い
け
な
い
。
常
に
上
に

行
っ
て
い
な
い
と
。
そ
う
い
う
向
上
心
も
、

剣
道
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　だ
か
ら
成
長
で
き
て
い
な
い
時
間
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
ム
ダ
な
時

間
、
例
え
ば
ク
ル
マ
の
運
転
中
に
「
今
の
瞬

間
、
僕
は
全
然
向
上
し
て
い
な
い
ぞ
」
と
イ

ラ
イ
ラ
し
た
り
し
ま
す
。
あ
ぶ
な
い
で
す
よ

ね
。
追
わ
れ
る
よ
う
な
夢
も
み
ま
す
。
昨
夜

も
寝
て
た
ら
ビ
ク
っ
と
な
っ
て
（
笑
）。

　
何
パ
タ
ー
ン
も
検
証
ば
か
り
し
て
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　仮
説
検
証
の
A
B
C
D
が
無
数
に
あ
る
と

言
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
自
分
の
中
に
し
っ

か
り
と
し
た
〝
幹
〞
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
る

ん
で
す
。「
始
め
！
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
誰
が

相
手
で
も
先
入
観
無
し
に
試
合
に
入
る
。
常

に
同
じ
も
の
を
も
っ
て
い
く
。
そ
れ
が

〝
幹
〞
の
状
態
で
す
。
向
き
合
っ
て
、
枝
葉
が

派
生
し
て
い
く
。
そ
れ
が
仮
説
検
証
で

〝
幹
〞
を
太
く
す
る
上
で
す
ご
く
大
事
な
作

業
で
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
大
量
の
枝
が
バ

ラ
バ
ラ
に
落
ち
て
、
ど
れ
だ
？（
笑
）
と
な
っ

て
し
ま
う
。
一
本
の
木
を
つ
く
っ
て
い
く
、

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　〝
幹
〟
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
き
は
勝
て

る
と
き
で
す
か
？

　そ
う
で
す
ね
。
日
本
選
手
権
で
ベ
ス
ト
8

に
入
れ
た
と
き
は
、
自
分
の
中
の
〝
幹
〞
が

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、
人
間
っ
て
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
し
ゃ
べ
っ
た
と
き
に

こ
の
人
、〝
幹
〞
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
幹

を
持
っ
た
人
は
す
ご
く
魅
力
的
で
す
よ
ね
。

剣
道
も
医
師
も
枝
に
な
っ
て
、
最
後
に
つ
な

が
っ
て
人
間
を
つ
く
る
。
偉
そ
う
に
言
っ
て

ま
す
け
ど
、
剣
道
で
勝
つ
と
い
う
の
は
そ
う

い
う
概
念
で
す
ね
。
今
は
い
か
に
太
い
幹
を

作
る
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

　
伺
う
前
に
医
師
が
オ
ン
で
剣
道
が
オ
フ
か

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
…
。

　剣
道
は
僕
に
と
っ
て
は
余
暇
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
両
方
と
も
オ
ン
で
す
。
一
番
自
分
に

良
い
と
思
っ
た
も
の
に
た
ど
り
着
く
こ
と
こ

そ
が
、
楽
し
い
の
で
す
。
し
ば
ら
く
は
、
今
の

充
実
し
た
生
活
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

鳥取県立中央病院の
問い合わせ先

〒680-0901	
鳥取県鳥取市江津730
TEL：0857-26-2271（代表）

鳥取県立中央病院
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湯
川 

喜
美
氏

湯
川
医
院
院
長

働
く
環
境
は
工
夫
し
な
が
ら

自
ら
築
き
上
げ
る
も
の
。

医
師
の
仕
事
を
手
放
さ
な
い
で
。

Profile
ゆかわ・きみ
1936年　鳥取県東伯郡三朝町（旧 三朝村）にて誕生
1961年　鳥取大学医学部卒業
1961年　京都第二赤十字病院にて研修
1962年　鳥取大学医学部第一内科入局
1963年　開業
1967年　鳥取県立厚生病院
1993年　鳥取県立厚生病院 総合検診センター センター部長
1999年　開業

鳥取で活躍する

女性医師
Kimi Yukawa
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鳥取で活躍する

女性医師
Kimi Yukawa

「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
る
な

ん
て
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

　湯
川
喜
美
氏
は
、
2
0
1
2
年
3
月
、
医

療
提
供
の
困
難
な
場
に
お
い
て
尽
力
し
続
け

て
い
る
医
療
従
事
者
に
贈
ら
れ
る
〝
医
療
功

労
賞
〞（
読
売
新
聞
社
主
催
、
厚
生
労
働
省
、

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
後
援
、
エ
ー
ザ
イ
協

賛
）
を
受
賞
し
た
。

　鳥
取
県
立
厚
生
病
院
な
ど
を
経
て
、
現
在

は
生
ま
れ
育
っ
た
三
朝
町
の
湯
川
医
院
に

て
、
日
々
、
患
者
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

「
田
舎
の
診
療
所
で
す
か
ら
ね
。
日
に
よ
っ

て
は
『
忙
し
か
っ
た
な
』
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
慌
た
だ
し
く
、
次
々
と
診
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
に
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を

取
れ
る
今
の
環
境
は
と
て
も
良
い
で
す
ね
」

　そ
ん
な
湯
川
氏
の
診
療
の
ス
タ
イ
ル
は
、

患
者
か
ら
と
て
も
好
評
だ
と
い
う
。

「
病
院
の
外
来
で
働
い
て
い
た
と
き
、
十
分

に
患
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
診
察
待
ち
の
患
者
さ
ん
の
カ
ル

テ
が
、
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
た
ら
、
患
者
さ

ん
が
少
し
話
し
足
り
な
さ
そ
う
に
し
て
い
て

も
、
診
察
を
打
ち
切
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　そ
ん
な
経
験
か
ら
、
診
療
所
を
始
め
た

ら
、
患
者
さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
ち
受
け
止

め
る
診
察
を
実
現
し
よ
う
と
心
に
決
め
ま
し

た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
患
者
さ
ん
が
『
他

の
先
生
よ
り
も
話
し
や
す
い
』
と
言
っ
て
く

だ
さ
る
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
」

　湯
川
氏
の
祖
父
、
父
は
と
も
に
開
業
医
で

あ
り
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
医
師
の
仕
事
を

と
て
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
そ
う
だ
。

「
祖
母
は
私
を
医
師
に
育
て
た
か
っ
た
ら
し

く
『
医
者
に
な
り
な
さ
い
ね
』
と
よ
く
言
い

聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
無
理
強

い
さ
れ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
く
、
い
つ
の

間
に
か
、
医
師
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
中
学
生
か
、
も
し
か
す
る

と
そ
れ
よ
り
も
前
か
ら
で
し
ょ
う
か
」

　湯
川
氏
は
、
医
師
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い

を
持
ち
続
け
、
鳥
取
大
学
医
学
部
に
進
学
。

卒
業
後
は
京
都
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
、
鳥

取
大
学
の
医
局
に
入
局
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
1
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
突
然
の
転
機

が
湯
川
氏
に
訪
れ
た
。

「
急
死
し
た
叔
父
の
診
療
所
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
地
域
の
医
療
を

支
え
る
唯
一
の
医
療
機
関
だ
っ
た
た
め
閉
院

で
き
ず
、
私
に
診
療
所
が
託
さ
れ
ま
し
た
。

　経
験
が
浅
い
ま
ま
、
院
長
に
な
る
の
は
と

て
も
不
安
で
、
と
て
も
戸
惑
い
ま
し
た
。

　た
だ
、
受
け
継
い
だ
か
ら
に
は
役
目
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
私
に
も

で
き
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
い

て
、
じ
っ
く
り
診
察
す
る
こ
と
だ
と
考
え
、

心
掛
け
て
い
ま
し
た
。
今
の
私
に
通
ず
る
、

患
者
さ
ん
へ
の
思
い
は
、
こ
の
こ
ろ
に
芽
生

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

　そ
う
し
て
若
い
な
が
ら
も
、
そ
の
地
域
の

医
療
を
懸
命
に
支
え
て
き
た
が
、
約
4
年
後

に
契
機
が
訪
れ
る
。

「
や
は
り
、
医
師
に
な
っ
て
日
が
浅
い
の
に

院
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
不
安
だ
っ

た
の
で
す
。
医
師
と
し
て
、
何
十
年
と
や
っ

て
い
く
な
ら
ば
、
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
思
っ
て
い
た
矢
先
、
厚
生

病
院
か
ら
お
話
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　し
か
し
厚
生
病
院
に
勤
め
る
と
な
る
と
、

必
然
的
に
診
療
所
を
閉
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
悩
み
ま
し
た
が
、
病
院
に
戻
っ
て
き

っ
ち
り
と
勉
強
す
る
こ
と
が
、
私
だ
け
で
な

く
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
決
断
し
ま
し
た
」

　1
9
6
7
年
に
厚
生
病
院
に
入
職
し
、

1
9
9
3
年
に
は
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー
の
部

長
に
就
任
す
る
。
湯
川
医
院
を
開
く
ま
で
の

32
年
間
、
苦
労
も
絶
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

「
入
職
し
て
2
年
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、
常
勤

の
内
科
医
が
私
を
含
め
て
2
人
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　た
っ
た
2
人
で
、
外
来
と
約
80
名
の
入
院

患
者
さ
ん
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
休
み
な
ど
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
鳥
取
大
学
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
医

師
に
来
て
も
ら
っ
た
り
、
中
途
採
用
を
募
っ

た
り
し
て
、
徐
々
に
状
況
は
改
善
し
て
い
き

ま
し
た
が
、
1
年
ぐ
ら
い
は
大
変
で
し
た
」

　湯
川
氏
は
、
卒
業
後
間
も
な
く
診
療
所
を

受
け
継
い
だ
り
、
過
酷
な
勤
務
を
続
け
た
り

と
、
ハ
ー
ド
に
働
き
続
け
て
き
た
が
、
同
時

に
家
庭
を
持
ち
、
3
児
を
育
て
て
き
た
。

　湯
川
氏
が
大
学
を
卒
業
し
た
当
時
は
、
女

性
の
社
会
進
出
は
ま
だ
活
発
で
は
な
く
、
現

在
の
よ
う
に
産
休
、
育
休
の
制
度
な
ど
も
ま

っ
た
く
整
っ
て
い
な
い
時
代
だ
っ
た
。

「
大
学
で
は
1
ク
ラ
ス
女
性
は
4
名
。
前
後

の
学
年
も
、
同
じ
く
ら
い
で
し
た
。
厚
生
病

院
に
入
職
し
た
と
き
も
、
女
性
医
師
が
私
1

人
だ
け
で
、
更
衣
室
す
ら
な
く
、『
そ
う
い
う

も
の
か
』
と
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
完
全
な
男
性
社
会
だ
っ
た
の
で
す
。

　で
も
、
出
産
を
諦
め
る
つ
も
り
は
毛
頭
あ

戸
惑
い
な
が
ら

悩
み
な
が
ら
働
い
て
き
た

若
手
医
師
時
代

出
産
、育
児
の
た
め
の

休
み
や
当
直
の
調
整
も

す
べ
て
自
分
で
や
る
し
か
な
い
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く
、
周
り
の
人
に
相
談
し
、
協
力
を
仰
い

で
、
他
の
医
師
と
は
異
な
る
形
態
で
当
直
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
夫
が
同
じ
病

院
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
私
の
分
の
当

直
を
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　思
い
返
す
と
、
自
分
で
も
よ
く
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

前
例
が
な
く
倣
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
、

も
ち
ろ
ん
女
性
医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

も
な
い
の
で
、
自
分
で
そ
れ
ぞ
れ
都
合
を
つ

け
て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
ま
し
た
」

　日
々
奮
闘
し
な
が
ら
仕
事
と
育
児
を
こ
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
結
婚
し
た
の
は
イ
ン

タ
ー
ン
の
終
わ
り
ご
ろ
で
、
鳥
取
大
学
の
医

局
に
い
る
こ
ろ
に
1
人
目
、
そ
の
2
年
後
に

2
人
目
を
出
産
し
ま
し
た
。
数
年
間
は
激
務

の
た
め
、
と
て
も
休
め
る
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
9
年
の
間
を
空
け
て
、
3

人
目
を
も
う
け
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
3
児
の
母
と
な
っ
た
の
で
す

が
、
実
は
、
母
親
業
は
必
要
最
低
限
の
こ
と

し
か
し
て
い
ま
せ
ん
。
夕
方
に
な
る
と
近
所

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
家
に
来
て
も
ら
っ
て
、

幼
稚
園
や
小
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
子
ど
も

の
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、
学
会
に
行
く
と
な

れ
ば
、
隣
町
に
住
む
母
に
頼
み
、
2
、
3
日

預
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
」

　当
直
は
ど
う
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
さ
す
が
に
幼
子
を
抱
え
る
私
に
は
厳
し

し
、
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た
1
9
9
8

年
。
突
然
、
悲
報
が
舞
い
込
ん
だ
。

「
1
9
9
3
年
か
ら
三
朝
町
に
診
療
所
を
開

い
て
い
た
夫
に
、
胃
が
ん
が
見
つ
か
っ
た
の

で
す
。
と
き
す
で
に
遅
く
、
末
期
状
態
。
夫

は
消
化
器
外
科
が
専
門
で
、
大
勢
の
が
ん
患

者
さ
ん
を
診
て
手
術
も
し
て
き
た
の
に
、
夫

自
身
が
胃
が
ん
に
な
る
な
ん
て
、
皮
肉
な
も

の
で
す
ね
。
自
分
を
二
の
次
に
し
て
働
き
詰

め
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　1
9
9
9
年
1
月
に
入
院
し
た
と
き
に

は
、
も
う
先
が
長
く
な
い
と
わ
か
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
厚
生
病
院
を
辞
め
、
主
人
の

診
療
所
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　た
だ
、
受
け
継
ぐ
と
い
っ
て
も
、
私
名
義

の
診
療
所
を
新
た
に
開
く
形
を
取
る
し
か
な

く
、
県
や
医
師
会
に
提
出
す
る
書
類
は
膨
大

で
、
手
続
き
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
診
療
所
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
し
、

厚
生
病
院
を
辞
め
て
か
ら
も
、
後
任
が
見
つ

か
る
ま
で
非
常
勤
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　忙
し
く
な
っ
て
か
ら
も
、
悲
し
み
に
浸
っ

て
い
る
暇
も
な
く

│
で
も
、
そ
れ
く
ら
い

で
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
も
し
時
間
に
余
裕
が
あ
っ
た
ら
、
シ
ョ

ッ
ク
が
大
き
す
ぎ
て
、
普
通
に
働
い
て
い
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　だ
が
、
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
湯
川
氏
が

診
療
所
を
始
め
て
、
14
年
目
を
迎
え
た
。

「
こ
こ
は
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
、

子
ど
も
の
こ
ろ
に
一
緒
に
遊
ん
だ
友
だ
ち

や
、
私
の
若
い
こ
ろ
を
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
な
ど
が
診
察
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　私
が
こ
こ
で
診
療
を
始
め
た
こ
ろ
は
、
よ

く
『
三
朝
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
か
』『
懐

か
し
い
で
す
ね
』
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
温
か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
え
て
、

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
」

　最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
女
性
医
師
の
働
き

方
に
つ
い
て
、
伺
っ
て
み
た
。

「
今
、
産
休
、
育
休
の
制
度
が
充
実
し
、
私
の

若
い
こ
ろ
に
比
べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
と
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
た

だ
、
現
実
に
は
、
出
産
を
機
に
医
師
を
辞
め

て
し
ま
う
な
ど
、
医
療
の
現
場
か
ら
離
れ
て

い
く
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

　で
も
、
せ
っ
か
く
6
年
間
か
け
て
、
医
師

に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
辞
め
て
し

ま
う
の
は
と
て
も
残
念
で
す
。
是
非
、
サ
ポ

ー
ト
を
十
二
分
に
活
か
し
な
が
ら
、
な
ん
と

か
仕
事
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　働
き
方
も
、
勤
務
医
、
開
業
医
、
訪
問
医

な
ど
、
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
将
来
像
な
ど
を
し

っ
か
り
と
見
据
え
て
、
自
分
が
充
実
感
を
持

っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
見
つ
け
出
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
応
援
し
て
い
ま
す
」

開
業
医
の
夫
の
死
が

き
っ
か
け
と
な
り

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を

自
分
で
工
夫
し
な
が
ら

作
り
上
げ
て
ほ
し
い
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鳥取県済生会境港総合病院
『ゲゲゲの鬼太郎』の妖怪の町として全国的な知名度を誇る境港市は、
アジア各地への海路と商業の歴史ロマンが交差する美しい港町。
そこに地域のかかりつけ医ともいえる総合病院、鳥取県済生会境港総合病院がある。
この病院には、人も妖怪も、心身が不調になれば、とにかく駆け込める気安さがある。
だから妖怪もぞくぞく集まってくる?のだが。

社会福祉法人　済生会支部
病 院 探 訪

と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

　〝妖
怪
の
町
〞
の
港
駅
か
ら
、
子
供
連
れ
の

親
子
が
「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
に
散
っ
て

ゆ
く
。
取
材
を
す
る
我
々
は
大
通
り
を
下
り

右
に
折
れ
、
広
い
敷
地
に
ゆ
っ
た
り
構
え
る

鳥
取
県
済
生
会
境
港
総
合
病
院
に
着
い
た
。

■
「
か
か
り
つ
け
医
が
た
ま
た
ま
入
院
の
設

備
も
持
っ
て
い
る
感
覚
で
し
ょ
う
か
。
昔
か

ら
親
も
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
も
境
港
に

住
ん
で
、
済
生
会
に
か
か
っ
て
き
た
と
い
う

人
も
多
い
で
す
よ
」

　病
院
長
の
稲
賀
潔
さ
ん
も
境
港
生
ま
れ
。

祖
父
も
父
も
医
師
で
自
然
に
医
師
に
な
っ

た
。
港
町
の
商
店
街
に
は
人
が
い
な
か
っ
た

時
代
も
あ
っ
た
が
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が

で
き
て
以
来
、
活
気
が
出
て
き
た
と
語
る
。

「
境
港
の
人
間
が
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、

境
港
の
人
は
元
気
が
あ
り
ま
す
し
、
親
し
み

深
く
て
病
院
内
だ
け
で
な
く
町
で
会
っ
て
も

『
こ
ん
に
ち
は
』
と
自
然
に
顔
を
合
わ
せ
ま

す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
話
が
で
き
ま
す
。
溶
け

込
み
や
す
い
で
す
ね
。
病
院
組
織
も
そ
ん
な

存
在
で
あ
り
た
い
で
す
」

　飾
り
気
が
な
い
、
押
し
付
け
が
ま
し
さ
も

■
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ら
が
、
車
体
の
内
外
に

描
か
れ
る
妖
怪
列
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
妙

な
気
分
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
海
が
見
え
な

い
の
だ
。
境
港
と
い
う
地
名
だ
か
ら
港
が
あ

り
海
が
あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
J
R
境
線
の

気
動
車
の
行
く
手
に
は
、
緑
深
き
山
が
ず
ん

ず
ん
迫
っ
て
く
る
。
右
も
左
も
陸
地
だ
。
ゴ

ト
ン
と
終
点
の
境
港
駅
に
着
く
。
妖
怪
に
化

か
さ
れ
た
の
か
と
思
っ
て
車
輛
を
降
り
て
改

札
を
抜
け
る
と
、
海
が
あ
っ
た
。

　海
の
向
こ
う
に
山
々
が
そ
び
え
、
こ
ち
ら

側
の
弓
ケ
浜
と
の
狭
い
海
路
が
境
港
で
あ

る
。
対
岸
ま
で
5
0
0
メ
ー
ト
ル
と
な
い
。

線
路
は
半
島
の
真
ん
中
を
海
に
向
か
っ
て
い

た
。
西
を
向
け
ば
中
海
、
東
を
向
け
ば
美
保

湾
か
ら
日
本
海
へ
。
天
然
の
良
港
は
、
潮
の

匂
い
と
森
林
香
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
て
、
い
い

な
い
。
病
院
長
の
そ
ん
な
雰
囲
気
が
院
内
に

も
ゆ
と
り
を
も
た
ら
せ
て
い
る
。〝
市
民
病
院
〞

と
い
う
の
は
わ
か
る
。

「
何
か
に
特
化
す
る
よ
り
も
、
か
か
り
つ
け

病
院
と
し
て
済
生
会
に
駆
け
込
ん
だ
ら
何
と

か
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
が
地
域
ニ
ー
ズ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
で
き
る
け
ど
、
こ

れ
は
で
き
な
い
、
こ
れ
し
か
し
な
い
、
で
は

地
域
の
願
い
と
離
れ
て
し
ま
う
。
と
に
か
く

駆
け
込
ん
で
も
ら
っ
て
、
そ
の
先
の
こ
と
も

含
め
て
考
え
て
あ
げ
た
い
。
そ
れ
が
ウ
チ
の

役
割
で
す
ね
」

　病
院
の
敷
地
内
に
は
介
護
福
祉
の
地
域
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。〝
そ
の
先
〞
の
先
端
医

療
は
、
妖
怪
電
車
の
起
点
で
あ
る
米
子
の
、

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
は
じ
め
と
す

る
総
合
病
院
が
あ
る
。
医
療
過
疎
と
は
言
い

に
く
い
施
設
が
あ
る
。

「
広
域
の
機
能
分
担
で
の
医
療
完
結
が
一
般

的
で
す
よ
ね
。
こ
こ
で
も
米
子
ま
で
20
キ
ロ

弱
だ
か
ら
近
い
と
言
わ
れ
る
。
で
も
境
港
市

民
に
と
っ
て
は
米
子
は
隣
町
。
市
内
で
診
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
」

　地
域
総
合
か
役
割
分
担
か
で
揺
れ
て
き
た

歴
史
も
あ
る
。

か
か
り
つ
け
病
院
と
し
て
駆
け
込
ん
だ
ら

何
と
か
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
の
が

地
域
ニ
ー
ズ
だ
と
思
い
ま
す
。

稲賀潔氏

恩賜
財団
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　近
い
将
来
の
全
面
改
築
に
向
け
て
診
療
科

も
充
実
さ
せ
た
い
。
だ
が
公
募
し
て
も
医
師

は
ほ
と
ん
ど
来
な
い
。
地
域
医
療
枠
か
ら
の

供
給
も
こ
れ
か
ら
。
人
材
の
打
開
策
は
院
長

の
〝
一
本
釣
り
〞
で
あ
る
。

「
内
科
医
を
3
人
集
め
た
ん
で
す
。
一
昨
年

は
北
海
道
か
ら
、
去
年
は
長
崎
か
ら
、
来
年

は
新
潟
に
い
る
先
生
に
、
い
ろ
ん
な
ご
縁
で

ご
紹
介
を
頂
い
て
。
全
国
規
模
で
境
港
出
身

の
先
生
を
調
べ
上
げ
て
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
し
て
ま
す
（
笑
）」

　実
際
に
は
退
職
間
近
の
医
師
な
ど
年
配
の

人
が
多
く
、〝
引
き
抜
き
〞
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
親
が
境
港
に
住
み
、
そ
ろ
そ
ろ
介

護
も
と
い
う
よ
う
な
医
師
に
「
も
ど
っ
て
き

ま
せ
ん
か
」
と
や
さ
し
く
語
り
か
け
て
い

る
。
稲
賀
さ
ん
自
身
も
「
ゆ
く
ゆ
く
は
自
宅

の
そ
ば
へ
」
と
考
え
て
松
江
赤
十
字
病
院
か

ら
済
生
会
に
〝
も
ど
っ
て
き
た
〞。

「
耳
鼻
科
は
開
業
す
る
先
生
が
多
い
の
で
す

が
、
私
は
開
業
志
向
が
全
然
な
く
て
（
笑
）。

赤
十
字
病
院
に
勤
め
る
前
か
ら
い
ず
れ
済
生

会
で
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

■
「
日
赤
病
院
は
最
終
病
院
で
す
ね
。
耳
鼻

■
「
脳
外
科
、
産
婦
人
科
で
常
勤
医
が
い
な

く
な
り
入
院
医
療
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
内

科
、
神
経
内
科
の
医
師
も
減
り
、
受
け
入
れ

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
減
少
し
た
。
さ
て
ど
う

す
る
か
」

　5
年
ほ
ど
前
か
ら
脳
神
経
外
科
、
産
婦
人

科
の
常
勤
医
が
不
在
と
な
り
、
自
然
と
病
床

が
空
き
患
者
が
減
っ
た
。
一
方
看
護
師
数
は

そ
の
ま
ま
な
の
で
看
護
基
準
が
上
が
っ
た
。

療
養
病
床
の
半
分
を
介
護
療
養
型
老
人
保
健

施
設
に
転
換
し
、
地
域
に
密
着
し
た
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
医
療
、
高
齢
者
の
慢
性
疾
患
に
集
中

し
た
療
養
施
設
、
老
健
施
設
、
福
祉
介
護
施

設
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。

「
ピ
ン
チ
を
好
機
と
考
え
て
、
医
療
の
質
を

上
げ
る
方
向
に
転
換
し
て
き
ま
し
た
」

鳥取県済生会境港総合病院の
見学などのお問い合わせ先

〒684-8555
鳥取県境港市米川町44番地
TEL：0859-42-3161
FAX：0859-42-3165

鳥取県済生会境港総合病院

咽
喉
科
で
も
悪
性
腫
瘍
の
方
な
ど
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
や
り
が
い
は
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
も
の
す
ご
く
忙
し
く
て
。
2
人

で
4
人
分
の
仕
事
を
し
て
、
長
く
な
い
な
あ

と
（
笑
）。
そ
れ
に
も
の
す
ご
く
手
術
が
好

き
な
人
は
い
い
か
も
し
ら
ん
け
ど
、
あ
ん
が

い
不
器
用
だ
な
と
（
笑
）」

　済
生
会
に
来
る
と
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
は

稲
賀
さ
ん
ひ
と
り
。
診
療
領
域
を
広
げ
、
手

術
件
数
も
増
や
し
た
。
入
院
施
設
を
も
つ
耳

鼻
咽
喉
科
医
院
と
い
う
開
業
医
的
な
役
割
を

つ
く
っ
て
き
た
。
や
が
て
病
院
長
と
な
り
職

員
を
率
い
る
立
場
に
な
る
と
、
職
員
達
に
も

心
の
問
題
が
あ
る
の
に
気
づ
い
た
。

「
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
病
院
で
目
は
届
い
て

い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
診
断
書
が
出
て
く

る
ん
で
す
ね
」

　昔
に
比
べ
て
ス
ト
レ
ス
に
弱
い
の
か
と
首

を
傾
げ
る
が
、
相
談
で
き
る
外
部
の
人
や
発

散
で
き
る
場

—

納
涼
会
、
忘
年
会
、
海
外
旅

行
な
ど
手
は
打
っ
て
い
る
。
趣
味
と
謙
そ
ん

す
る
が
、
地
域
大
会
で
優
勝
す
る
腕
前
を
持

つ
卓
球
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
あ
る
。

「
病
院
が
役
割
を
持
つ
よ
う
に
、
医
師
も
自

分
の
役
割
を
考
え
自
分
に
合
う
病
院
を
選
べ

ば
い
い
。
若
い
と
き
は
く
た
び
れ
て
も
や
り

甲
斐
の
あ
る
と
こ
ろ
も
い
い
。
体
力
的
に
キ

ツ
い
と
か
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
欲
し
い
と
思

え
ば
、
故
郷
の
病
院
も
い
い
で
し
ょ
う
」

■
人
材
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
院
内
を
見
学
す
る
と
、

小
児
科
の
天
井
に
〝
妖
怪
た
ち
〞
が
い
た
。

聞
け
ば
稲
賀
医
師
は
水
木
し
げ
る
と
縁
戚
だ

と
い
う
。
鬼
太
郎
の
脇
に
は
「
妖
怪
ポ
ス

ト
」
が
あ
る
。
さ
て
一
通
、
手
紙
を
書
く

か
。「
医
師
を
呼
ぶ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
」
と
。

　ね
ず
み
男
な
ら
「
人
間
社
会
な
ん
て
お

金
、
お
金
」
と
い
う
だ
ろ
う
か
。
お
金
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
妖
怪
は
、
人
間
社
会
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
く
な
る
と
出
て
く
る
。
妖
怪
も
医
師

も
、
人
間
を
正
し
て
く
れ
る
。
町
の
人
に
も

頼
り
に
さ
れ
、
自
然
が
た
っ
ぷ
り
で
、
妖
怪

と
い
う
地
域
資
源
も
あ
る
。
境
港
で
働
く
こ

と
で
、
と
り
も
ど
せ
る
も
の
は
あ
る
。

病
院
が
役
割
を
持
つ
よ
う
に

医
師
も
自
分
に
合
う
病
院
を
選
べ
ば
い
い
。

故
郷
の
病
院
も
い
い
で
し
ょ
う
。

小児科の待合室の天井には鬼太郎たちが…
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鳥取県立厚生病院

医師になる前は教師をしていました。
看護師になった教え子から助けられたとき、
人のつながりって、すごいなぁって思います。

研修医
に聞く

鳥取県立厚生病院は、鳥取県倉吉市にある診療科20科、病床数304の公立病院である。
県には8つの臨床研修指定病院があるが、同病院は、中部圏域の中核病院であるばかりでなく、

同地域唯一の臨床研修指定病院となっている。
全国的に産科医が不足し周産期医療の危機的状況が叫ばれている昨今、
この病院は県の中部圏域周産期医療の最後の砦としても重要となっている。

今号から、研修医の側から臨床研修指定病院を紹介するシリーズがスタート。
その第一弾が、鳥取県立厚生病院だ。研修2年目、

ちょうど産婦人科研修を受けている本田聡子氏に、同病院の研修について語ってもらった。

新シリーズ

研修医：本田 聡子氏（2011年鳥取大学卒業） 指導医：大野原 良昌氏（産婦人科部長、1985年鳥取大学卒業）
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で
あ
れ
ば
、
地
元
の
病
院
が
い
い
と
考
え
、

こ
の
病
院
を
選
び
ま
し
た
。

Ｑ
　
先
生
は
研
修
を
受
け
始
め
て
2
年
目
に

な
ら
れ
て
い
て
、
現
在
（
7
月
）
は
産
婦
人

科
で
研
修
を
受
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が

…
。

 

　1
年
目
は
、
総
合
診
療
と
内
科
各
科
、
外

科
各
科
、
小
児
科
を
回
り
ま
す
。
そ
し
て
、

2
年
目
で
最
初
、
麻
酔
科
を
2
ヶ
月
研
修
し

た
後
に
、
1
ヶ
月
間
、
地
元
の
民
間
病
院
に

地
域
医
療
の
研
修
に
出
さ
れ
ま
す
。
い
ま
ち

ょ
う
ど
、
そ
の
研
修
か
ら
戻
っ
て
来
て
、
産

婦
人
科
を
研
修
し
て
い
る
最
中
で
す
。
来
月

に
は
精
神
科
を
研
修
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
　
鳥
取
県
の
中
で
も
、
倉
吉
市
を
中
心
と

す
る
中
部
圏
域
で
は
、
分
娩
を
扱
う
医
療
機

関
が
減
少
し
、
周
産
期
医
療
が
危
機
的
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
と
新
聞
で
も
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
ね
。
実
際
に
研
修
さ
れ
て
、
大
変
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　こ
の
県
の
中
部
で
は
、
少
し
前
ま
で
、
分

娩
を
扱
う
医
療
機
関
は
も
う
1
施
設
あ
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
5
月
に
、
そ
の
も

う
一
つ
の
医
療
機
関
が
分
娩
を
制
限
さ
れ
た

の
で
、
厚
生
病
院
に
さ
ら
に
集
中
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
の
分
娩
な

Ｑ
　
本
田
先
生
は
、
鳥
取
大
学
を
卒
業
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
学
に
は
残
ら
ず
、
こ
ち
ら

の
厚
生
病
院
に
移
ら
れ
、
初
期
研
修
を
受
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
理
由
か
ら
、
そ

う
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　実
は
、
私
は
、
こ
の
病
院
の
あ
る
倉
吉
市

の
出
身
な
ん
で
す
。
同
じ
研
修
を
受
け
る
の

ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
夜
間
も
多
い

の
で
、
対
応
も
大
変
で
す
。
も
し
、
こ
の
病

院
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
小
児
科
救
急
も
夜
間
の
対
応
が
多
か

っ
た
で
す
。

Ｑ
　
産
婦
人
科
で
は
実
際
に
ど
の
よ
う
な
研

修
を
受
け
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　外
来
で
の
初
診
・
再
診
、
妊
婦
健
診
、
病

棟
回
診
、
分
娩
、
手
術
の
見
学
が
中
心
で

す
。
分
娩
は
、
勤
務
時
間
中
は
全
例
み
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
術
は
全
件
、
術
野

に
入
り
ま
す
。
ま
た
、
夜
間
自
宅
待
機
の
日

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
い
っ
た

形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　午
前
8
時
に
出
勤
し
て
、
8
時
20
分
に
産

婦
人
科
病
棟
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
寄

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
日
の
分
娩
や
手
術

の
予
定
を
聞
い
た
後
、
今
度
は
外
来
に
行
き

ま
す
。
午
前
中
は
ず
っ
と
外
来
で
す
。
水

曜
、
木
曜
、
金
曜
は
午
後
か
ら
手
術
が
あ

り
、
見
学
し
ま
す
。
午
後
5
時
ご
ろ
に
病
棟

を
回
り
、
月
曜
、
火
曜
、
木
曜
、
金
曜
は
夜

間
自
宅
待
機
と
な
り
ま
す
。

本田さんの場合
1年次研修 2年次研修

4月 総合診療 4月 麻酔科5月 脳神経内科 5月
6月 内科 6月 地域医療
7月 消化器内科 7月 産婦人科
8月 呼吸器内科 8月 精神科
9月 循環器内科 9月

選択

10月 消化器外科 10月
11月 11月
12月 外科 12月
1月 1月
2月 小児科 2月
3月 3月

産婦人科研修の1週間
午前 午後 産直待機

月 外来見学 外来見学 ○ 17:00〜症例カンファレンス
火 外来見学 外来見学 ○
水 外来見学 手術 ×

木 外来見学/
病棟回診　 手術 ○

金 外来見学 手術 ○
土 × × ×
日 × × ×
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研修医
に聞く

Ｑ
　
こ
の
病
院
で
研
修
を
受
け
て
よ
か
っ
た

と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　も
ち
ろ
ん
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

す
が
、
私
は
医
師
に
な
る
前
に
10
年
間
、
教

師
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
当
時
の

教
え
子
が
こ
の
病
院
の
看
護
師
さ
ん
に
な
っ

て
い
た
り
、
こ
の
病
院
に
患
者
さ
ん
に
な
っ

て
来
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
教
え
子
の
と
き
は

や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
の
に
、
病
院
で
は
志
の
高

い
看
護
師
に
な
っ
て
い
て
、
び
っ
く
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
教
え
子
が
、
医

師
に
な
っ
た
私
を
い
ろ
い
ろ
と
助
け
て
く
れ

る
ん
で
す
。
あ
り
が
た
い
話
で
す
。
や
は

り
、
人
の
つ
な
が
り
っ
て
す
ご
い
な
あ
、
と

思
い
ま
す
ね
。

Ｑ
　
以
前
は
教
師
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
ど
ん
な
理
由
で
、
転
身
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
差
し
支
え
な
け
れ
ば
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　こ
れ
と
い
う
一
つ
の
理
由
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
学
校
で
起
こ
る
様
々
な
で
き
ご
と

（
不
登
校
や
問
題
行
動
な
ど
）
に
対
し
て
話

し
合
え
る
環
境
や
時
間
が
な
か
な
か
な
く
、

精
神
的
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
長
い

将
来
の
こ
と
を
自
分
な
り
に
考
え
た
と
き

に
、
妹
弟
た
ち
が
医
療
職
で
頑
張
っ
て
い
る

の
を
見
た
り
し
て
、
自
分
も
そ
の
分
野
で
な

に
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の

道
に
進
み
ま
し
た
。

Q
　
一
度
社
会
人
に
な
っ
た
後
だ
っ
た
の

で
、
医
師
へ
の
道
は
険
し
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
す
か
？

　妹
が
で
き
る
の
だ
っ
た
ら
、
私
で
も
で
き

る
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
し
た
が
、
大
学
受

験
が
一
番
大
変
で
し
た
ね
。
た
だ
、
社
会
人

経
験
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私

の
大
学
の
同
期
に
も
医
療
と
は
異
な
る
分
野

か
ら
転
じ
て
医
師
を
目
指
し
て
い
る
人
が
少

な
か
ら
ず
い
て
、
皆
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
　
将
来
は
何
科
に
進
む
の
か
決
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　い
ま
研
修
を
受
け
て
い
る
産
婦
人
科
も
、

こ
の
地
域
で
は
重
要
な
役
割
の
一
つ
に
な
っ

て
い
て
魅
力
的
な
の
で
す
が
、
以
前
か
ら
、

放
射
線
科
か
、
皮
膚
科
に
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
将
来
を
決
め
る
こ
と
で
す
の

で
、
も
う
少
し
、
悩
ん
で
み
よ
う
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

初期研修・産婦人科研修　原則

#1 見学（外来初診再診、妊婦健診、病棟回診、分娩、手術）が中心になります

#2 分娩はできるだけ（勤務時間内は全例）みてください。目標20例/月

#3 手術は全件手洗い（第2助手）してください。副主治医になります

#4 処置（子宮鏡、Ｄ＆Ｃ、術前血管確保など）についてください。朝当日の処置を確認
しましょう

#5 自分の診た患者はカルテ記入してください（上級医師がチェックします）

#6 病院dutyが第一選択です（当直、予防接種など）

18



KLINIKOS バックナンバー
トップインタビュー
鳥取県立中央病院院長
武田 倬氏

この人に注目
独立行政法人国立病院機構 米子医療センター院長
濵副 隆一氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取大学医学部附属病院 内分泌代謝内科（第一内科）
大倉 裕子氏

来たれ研修医！
鳥取大学医学部附属病院
病院探訪
智頭町国民健康保険智頭病院

トップインタビュー
鳥取県立厚生病院病院長
前田 迪郎氏

この人に注目
社会医療法人仁厚会
藤井政雄記念病院副院長・緩和ケア科病棟長
足立 誠司氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取赤十字病院眼科副部長
高橋 芳香氏

来たれ研修医！
鳥取生協病院
病院探訪
日野病院組合日野病院

トップインタビュー
鳥取県立総合療育センター院長
鱸 俊朗氏

この人に注目
鳥取大学医学部救急・災害医学分野教授
鳥取大学医学部附属病院 救命救急センターセンター長
本間 正人氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取生協病院内科医師
平田 雅子氏

来たれ研修医！
鳥取県立厚生病院
病院探訪
江府町国民健康保険江尾診療所

トップインタビュー
鳥取生協病院院長
齋藤 基氏

この人に注目
鳥取大学医学部地域医療学講座教授
谷口 晋一氏

学会ルポ
第4回鳥取県国保地域医療学会
来たれ研修医！
国立病院機構米子医療センター

トップインタビュー
鳥取大学医学部附属病院長
豊島 良太氏

この人に注目
鳥取県立総合療育センター 療育支援シニアディレクター
北原 佶氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取大学医学部皮膚病態学講師
山田 七子氏

来たれ研修医！
鳥取県立中央病院
病院探訪
日南町国民健康保険日南病院

トップインタビュー
鳥取市立病院院長
田中 紀章氏

この人に注目
鳥取大学大学院医学系研究科教授／
鳥取大学染色体工学研究センター センター長
押村 光雄氏

鳥取で活躍する女性医師
智頭町国民健康保険智頭病院内科
渡邉 ありさ氏

来たれ研修医！
山陰労災病院
病院探訪
岩美町国民健康保険岩美病院 2010年秋号

2011年春号

2012年春号

2010年春号

2010年夏号

2011年冬号

2011年冬号

2010年冬号

とっとりの医療
秋号

2012 autumn

STAFF

発行	 鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課
	 （http://www.pref.tottori.lg.jp）
編集制作	 株式会社メディカル・プリンシプル社
	 （http://www.medical-principle.co.jp）
制作コーディネート	 杉浦美奈子
制作協力	 Mamasクリエイターズ株式会社
エディター	 松田淳
ライター	 郷好文（株式会社ことば）、横山奈緒
カメラマン	 寺尾豊

トップインタビュー
独立行政法人労働者健康福祉機構
山陰労災病院院長
石部 裕一氏

この人に注目
自治医科大学とちぎ子ども医療センター 小児科研修医
大谷 英之氏

鳥取で活躍する女性医師
鳥取県立厚生病院外科
田中 裕子氏

来たれ研修医！
日本赤十字社鳥取赤十字病院
病院探訪
南部町国民健康保険西伯病院

トップインタビュー
鳥取赤十字病院院長
福島 明氏

この人に注目
鳥取大学医学部生殖機能医学教授 低侵襲外科センター長
原田 省氏

鳥取で活躍する女性医師
独立行政法人国立病院機構
米子医療センター 耳鼻咽喉科
山本 祐子氏

来たれ研修医！
鳥取市立病院
病院探訪
鳥取県中部医師会立三朝温泉病院

編集後記

KLINIKOS取材で、今回初めて鳥取県中部圏域の倉

吉市に宿泊した。映画やドラマのロケ地として使われ、

白壁土蔵群、赤瓦の古き街並みが残る観光スポットでも

ある。その土蔵群の一角で食事をとった取材陣。とにか

く、魚など食べ物が新鮮で美味しく、しかも安い。鳥取県

は若き医師の定住に最適なところであることを実感した。
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とっとりの医療
KLINIKOS（クリニコス）

『KLINIKOS（クリニコス）─とっとりの医療』は、
鳥取県で展開されている医療の魅力を、現役医師の皆さんの生の声で伝える広報誌です。
県内の医療機関ではどのような医師が活躍されているのか、どのような研修、チャレンジができるのか、
すばらしい先生方の取り組みや思いを特に若い医師や医学生に発信したいと考えて制作しました。

ギリシャ語の「klinikos」は英語／clinicの語源ともなった言葉で、患者に対する医療行為を意味し、
米語辞書の代名詞的存在であるウェブスター辞典では、
「臨床講義」や「臨床講義室」を指す言葉として紹介されています。

この冊子に紹介されている先生方や医療機関の取り組みに
興味を持たれた方は、ぜひ現場を見学してみてください。
願わくば、この冊子が鳥取県で研修、勤務いただくきっかけになれば幸いです。

鳥取県が舞台と言われている神話「因幡の白兎」で、傷ついた兎を救った
大国主命は、医療の神様とされています。

鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課

2



鳥取県で働いてみませんか
鳥取県は医師のキャリア形成、子育て後の復職などについて積極的に支援しています。

鳥取県で初期臨床研修をしませんか
鳥取県は県と県内臨床研修病院が協議会を立ち上げ、研修医のための様々な取り組みを行っています。
また、医学生が県内臨床研修病院を見学する場合には旅費を支給しています。

鳥取県の臨床研修病院の魅力を知っていただくため、ホームページを作成しています。各病院の最新情報、プロモー
ションビデオなど魅力満載ですので、ぜひご覧ください。

鳥取県臨床研修指定病院協議会の事業
・研修医の受講する救急講習（ACLS,BLS,ICLS）受講料を助成します。
・年１回各病院の研修医が集まる研修医交流会を開催します。
・研修医を対象とした県外・海外著名講師による臨床研修医セミナーを開催します。
・鳥取県東部４病院（県立中央病院、鳥取市立病院、鳥取赤十字病院、鳥取生協病院）にマッチングした研修医は、様々な特色を
持つ４病院で希望に応じた研修を行うことができます。

鳥取県臨床研修指定病院協議会のホームページをぜひご覧ください

鳥取県内の求人情報を探している方へ
・県内医療機関の求人情報の提供、あっせん、紹介を行います。
　※鳥取県は無料職業紹介事業を行っています。

鳥取県は民間求人サイト「e-doctor」に特設ページを掲載しています

（見学を希望される方へ）
・県外の方で病院見学を希望される場合は、旅費を支給します。

地域医療に関心のある方へ
◆鳥取県医師登録・派遣システム（ローテートコース）
複数の公立病院等をローテートしながら、鳥取の医療の現場を
経験できます。（その間に研修を行うことができます）

子育て等で現場を離れ、復職を考えている方へ

◆鳥取県医師登録・派遣システム（子育て離職医師等復帰支援コース）
・鳥取大学医学部附属病院ワークライフバランス支援センターと
協力し、現場復帰のための研修を県立病院、鳥大附属病院等で
行います。

・研修後の復職についても、仕事と家庭の両立に配慮した医療機
関を紹介します。

キャリア形成を考えている方へ

◆鳥取県専門研修医師支援事業
県外の医療機関に県職員として研修派遣します。

◆鳥取県医師海外留学資金貸付制度
海外留学のための就学資金を貸与します。

http://www.pref.tottori.lg.jp/iryouseisaku/ 検索鳥取県　医師確保

検索鳥取県　臨床研修http://www.tori-rinsyou.jp/index.php
■お問い合わせ先　鳥取県福祉保健部健康医療局医療政策課医療人材確保室
〒680-8570　鳥取県鳥取市東町1-220
電話：0857-26-7195　ファクシミリ：0857-21-3048　E-Mail：ishikakuho@pref.tottori.jp

とっとりの医療
【クリニコス】

秋号
2012 autumn

トップインタビュー
鳥取大学医学部附属病院院長

北野 博也氏
この人に注目
鳥取県立中央病院麻酔科

乗本 志考氏
鳥取で活躍する女性医師
湯川医院院長

湯川 喜美氏
病院探訪

鳥取県済生会
境港総合病院
研修医に聞く

鳥取県立厚生病院


